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８．研究実績報告（成果） 
本研究はスタグナントスラブの３次元構造を探るため、３次元マントル対流モデルを用い

てプレートの沈み込みを再現し、スタグナントスラブのダイナミクスについて調べること

が目的である。しかし、シミュレーションに必要な物性実験から得られるパラメータに不

確定性が大きい。本研究では、３次元モデルを構築するために、すでにプレートの沈み込

みを再現できている２次元モデルを用いて、必要なパラメータの検討および、モデルの再

検討を行った。まず、プレート運動の駆動メカニズムを再現できる、レオロジーパラメー

タ、すなわちプレート境界の摩擦係数およびプレート内部の強度の取りうる値について調

べた。次に、プレートの引っ張り強度を取り入れ、海溝の海側への後退が起こるモデルを

構築した。以前のモデルと同様、これにより、堅いプレートが 660km 相境界と相互作用す

る場合でも、スラブが下部マントルへの貫入することが妨げられることがあり得ることを

示した。また、熱膨張係数が温度・圧力依存性を持つ場合についてシミュレーションを行

った。熱膨張係数は低温の方が小さくなる。スラブは低温であるため、スラブの浮力の合

計が熱膨張係数一定の場合よりも小さくなる。このため、スラブはクラペイロンスロープ

が–2〜–3MPa/K の場合についても十分貫入を妨げられることが分かった。また、下部マン

トルでの粘性の増加の影響に付いても調べた。粘性の増加は以前予測されていたとおり、

相境界の影響を強くし、場合によっては–1〜–2MPa/K でも十分スラブの構造に影響を与え

ることが起こりうるようになる。ただし、660km 境界の粘性ジャンプは、プレート運動の

速度に大きな影響を与えるので、小さい方が望ましい。 
 
３次元シミュレーションを行うため、海洋研究開発機構の亀山氏が開発したプログラムを

広島大学の情報メディアセンターの計算機にインストールする作業を行った。モデルは簡

単な温度依存性を仮定したモデルである。下記に得られたパフォーマンスを示す。 
 
# of node    CPU time 
  １      59.8 
  ２      38.7 
  ４      25.7 
  ８      20.3 
 
今後、このプログラムを基礎に３次元でモルの開発を行う予定である。 
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